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　投
稿
規
定

一
、
投
稿
資
格
を
有
す
る
も
の
は
、
本
学
会
の
会

員
と
し
ま
す
。

一
、
投
稿
論
文
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
十
枚

（
一
万
六
千
字
）
程
度
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の

場
合
は
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
二
部
に
電
子
媒
体

フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
原
稿
と

電
子
媒
体
は
原
則
と
し
て
お
返
し
い
た
し
ま

せ
ん
）。

一
、
投
稿
は
、
毎
年
二
月
末
日
ま
で
に
、
編
集
委

員
会
あ
て
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
、
投
稿
論
文
の
採
否
は
、
編
集
委
員
会
で
指
名

す
る
複
数
の
査
読
者
に
よ
る
審
査
を
へ
て
、

編
集
委
員
会
で
決
定
し
て
投
稿
者
に
報
告
し

ま
す
。

一
、
本
誌
の
論
文
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
の

つ
く
ば
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
登
録
さ
れ
、
全
文

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
蓄
積
・
利
用
さ
れ
ま

す
。

一
、
原
稿
送
り
先

〒305- 

857１
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
一
丁
目
一

－

一

　
　
　
　筑

波
大
学
人
文
社
会
系
矢
澤
真
人
研
究
室

　
　
　
　筑

波
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会

　
　
　
　『

日
本
語
と
日
本
文
学
』
編
集
委
員
会

　
　
　
　（ 

編
集
委
員
）
石
塚
修
（
委
員
長
）・
大
倉
浩
・

勝
田
光
・
沼
田
善
子

投
稿
案
内

　本
学
会
誌
は
、
本
学
内
関
係
者
の
み
な
ら
ず
会

員
の
多
く
の
方
た
ち
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
日
本
文
学
・
日
本
語
学
・
応
用

言
語
学
・
国
語
教
育
学
の
幅
広
い
分
野
か
ら
投
稿

い
た
だ
け
ま
す
。
海
外
か
ら
の
投
稿
も
積
極
的
に

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　査
読
に
つ
い
て
は
、
学
外
の
各
分
野
で
学
術
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
卒
業
生
な
ど
を
中
心
に
依

頼
し
、
編
集
委
員
会
で
、
そ
の
結
果
、
採
否
・
修

正
な
ど
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　投
稿
の
受
理
に
際
し
ま
し
て
は
、
会
員
と
し
て

の
登
録
と
継
続
の
確
認
を
前
提
と
い
た
し
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
編

集
の
際
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
連
絡
先
な
ど
も
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
み
で
は

な
く
、
現
住
所
・
電
話
番
号
な
ど
確
実
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　編
集
後
記

　第
六
十
八
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号

は
投
稿
が
前
号
と
比
較
す
る
と
少
な
め
で
し
た
。

学
内
外
で
の
査
読
に
お
い
て
、
温
か
な
ご
助

言
・
ご
指
導
を
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
を
、
こ

の
場
を
お
か
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　昨
年
は
、
高
校
に
お
け
る
国
語
科
の
内
容
が

変
更
さ
れ
た
な
か
で
の
教
科
書
採
択
で
、
文
学

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
師
範
学
校
・
東
京
高
等
師
範
学
校
・

東
京
教
育
大
学
の
伝
統
は
、
文
学
と
語
学
、
そ

し
て
教
育
学
と
の
豊
か
な
連
繋
を
も
っ
た
教
育

内
容
で
、
優
秀
な
中
等
教
育
教
員
の
人
材
を
育

成
し
、
日
本
社
会
全
体
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
伝
統
を
着
実
に
引
き
継
ぎ
、

日
本
社
会
全
体
に
対
し
て
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
、
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
人
文
社
会
系
の
学

問
の
大
切
な
責
務
だ
と
考
え
ま
す
。
本
誌
は
、

大
学
で
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
教
育
現
場
か

ら
の
研
鑽
の
成
果
に
も
開
か
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
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